	身延山と七面山について 
身延山は日蓮宗総本山であり、日蓮聖人が晩年を過ごされた霊山です。また七面山の頂上にある池には法華経の修行者を末代まで守護をすると日蓮聖人に誓った龍女「七面大明神」がいらっしゃいます。
○　身延山久遠寺は 鎌倉時代（1247年）日蓮大聖人が開かれた日蓮宗の総本山 です。日蓮大聖人は幕府に対し、法華経をもって日本を守るようと警告をなされましたが受けいれられず「三度いさめて受け入れなければ山に入る。」と言われ、久遠寺を建立し、日蓮宗の根本道場とされました。当時の久遠寺は現在、御草庵跡としてあります。時の執権、北条時宗は窮地に立つと日蓮聖人が夢にでてきたとありますが、自分は日蓮聖人をみとめても周囲との立場で改宗などできなかったようです。日蓮聖人はこの山をとても愛され遺言でもこの山に埋葬するようにとのことで、弘安５年に武蔵国池上で亡くなられた日蓮聖人のご遺骨を納骨した御廟所があります。その他多くのゆかりの史跡がありますが、ここでは割愛させていただきます。　 

○　七面山は法華経の聖地とされ多くの行者や法華経の力を体験した人々の参拝が多い霊山です。山頂に近い敬慎院には法華経の守護神の七面大明神（七面 天女）が祀られています。また、迎拝台から見る富士山に登るご来光の見える見えないによって、参拝者の魂や行動をはかるものとされています。それにしてもすばらしい遠望でこれこそ絶景というのだろう。と感じます。また、すぐとなりには世界で一番高いところにあるお題目（南無妙法蓮華経）で有名な平和記念塔が天を仰いでいます。これについては後ほどコメントいたします。 

○　七面大明神について 

七面天女、七面大菩薩ともいい、吉祥天の応化であるとされる法華経守護の善神です。日蓮聖人が身延山にお入りになって４年目を迎えられたときのことです。日蓮聖人は沢の大きな石の上で教えを説かれていました。すると日蓮聖人の近くに若い女性が１人懸命に聞いていました。見なれぬ者なので、誰であろうかと感じている周囲を察した日蓮聖人は、その女性に姿を現すように言われたそうです。すると、この女性は美しい顔に笑みを浮かべ「私はどうしても日蓮さまのお話をお聞きしたかったのです。実は法華経を信ずる人々を末代まで守護する七面大明神です。」といって日蓮聖人に一滴の水を乞うたので、聖人が傍らの花瓶にさしてあった花をおぬきになられ水をかけになるとたちまちに姿を変えて龍となり、晴天に曇が現れ龍は金の鱗をきらめかせて渦巻く雲に隠れて西を指して飛び去り七面山の頂上の池に帰っていった。との伝説があります。




